
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 郡上市立大和第一北小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月１５日（土） 

実 施 概 要 

 学習発表会「一北宝の発表会」 

  ・各学年の発表  ・全校合唱  ・図画工作，書写作品の展示 
  ・クラブ活動の制作物や歩みの紹介 
 
 
 
 実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ☑自然   ☑歴史   ☑文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ☑成果発表 □交流活動 □講演会等 
 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 
保 護 者   約６０ 人 

計  約１２０ 人 

地域関係者   約６０ 人 

実 施 状 況 

・「地域で育ち，地域へ発信する一北小」全体計画に基づき，各学年が各教

科，総合的な学習の時間等で取り組んできたこと，年間を通じて力を入れ

ている全校合唱を「一北宝の発表会」において発表する。 

・この発表会を保護者・地域の方へ公開することにより，本校の教育活動

について一層の理解を図り，学校と地域との交流の場とする。 

・１年生…「大きなかぶ～みんなでちからをあわせて～」 

    困ったことがあった時にはみんなで知恵を出し合い解決すること 

   の大切さを謳った劇 

・２年生…「ぼくたち・わたしたちのスイミー」 

    ２年生の生活の様子とスイミーのお話をつなげ，仲間と話し合い 

   協力し合って素敵な仲間になったことを謳った劇 

・３・４年生…総合的な学習で３年生は「ホタルの飼育」，４年生は「福祉」      

    どちらの活動も温かい気持ちで取り組んできたことを伝えた劇。 

・５年生…学校田で取り組んできた米作り，機械を使わず手作業でやって

いた時代と，機械化された現代の米作りとを比較し，米作りを通

して学んだことを発表した劇。 

・６年生…６年生なり初めて学んだ日本の歴史。いつの時代も人々が平和

に暮らせるよう願っていた点では同じ，「誰もが平和に暮らせる

世の中にするために自分達にできることは何だろう」を訴えた劇。 

成果及び課題 

・どの学年も，学年らしさが十分に出ていて素晴らしかった。どの子も活
き活きとしていて今年のスローガン「輝きを伝えよう」が表れていた。 

・ふるさと万場について，ホタルの飼育活動や自然，米づくりや福祉の活

動，歴史や文化等，地域の人々と触れ合いながら学んだことを伝え，自分

たちの力で，これからも守り繋いでいきたいとの思いがよく感じられた。 

・昨年度の反省をもとに，地域の行事との重なりを避けて発表会の日
を設定した。それにより多くの方々に参観してもらうことができた。 

・今後も「地域で学び、地域へ発信する一北小」を重点に，各学年が
地域に関わる学習を意図的・計画的・継続的に取り組み，ふるさと
万場を愛する子ども達を育てていきたい。 

 


